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画像色彩研究会 （sigCD2004 年度研究発表会

主査　小林 光夫

　画 像色彩研究会 〔special 　interest　group　on 　Color

in　lmagc ．以下 sigCI と略す）の 2004年度最後の 活動

と して．標記研 究発表会が．2005年 2月 26Eヨ京 橋の栗

京近代美術館フ ィ ル ム セ ン タ ー6階会議室 を会場 に し

て 開催されま した ．11件の論文発表が．10時30分か

ら］5時30分まで昼食をはさみ ，午前］セ ッ シ ョ ン 午後

2セ ッ シ ョ ン に分 けて ．行われました ．

　sigCI は，こ れか ら先の
’
画 像と色彩

．1
研究を担う若

手の 人 た ち 〔＋ 年寄 りも）に対 し，研 究発表な らび に

討論の場を設 け，研 究活動を活発にす る こ とを第一

義と して きま した．応募論文数が 1］件もあ りました

こ と ，その うち約 半数に 大学院生が 含まれ て お りま

した こ とは ，会の 主旨が広く伝わ っ た こ とと 嬉 し

く思いま した 、参加者はの べ 46名で した　何人か は

会員以外の方 で あ り sigCI の ホーム ペ ージを ご 覧 に

な っ て 参加 してくださっ た ことには，感激 しま した ．

　 sigCl の こ の研究発表会 で は、論文集を刊行す る こ

とも 目的の
一

つ で した ，発表者 の 熱意 の お かげ で ．］

件4p〜10pの 中味の 濃い論文が集 ま り ．カラ
ーF］刷も

ぷ んだ ん に 取 り入れた冊子 ：

　
’」
El本色彩学会画像色彩研究会 2004年度

　 研究発表会論文集，2005− 02− 26
”

ができ あ がりま した 学会事務局に残部が数部ありま

すの で ，興 味をお持ちの 方はそ こ で ご覧に な れ ます．

　各著者の発表概要を以下 に載せます ．

1，基本色にもとつく色空間の 3次元フ ァ ジィ分割の試み

　　　　　　 小林光夫，吉識香代子 （電気通信大学 ）

　　　　　　　　 大石剛久 （電気通信大学大学院）

　画像の色彩分析を行な うとき、色 空間をいくつ か

の 領域 に 分害1」し，各領域に 入 る 色の 頻度 を求 め る手

法がある．ここで、領域の境界 にあいまいさの概念 を

導入する こ とによ D ，より自然な分類が可能に な る ．

　本 研 究 は 3次 元 色空間 を、任 意 に 与 え た い くつ か

の 基本色に も とづき，フ ァ ジ ィ 分割す るアルゴ リズ

ム を 提 案 す る ．各 基 本色 の 近傍 に お い て は、あ い ま
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い さ な く判定で きる領域 を与える必要 がある ．こ こ

で は 心理実験によ り、いわゆるカ テ ゴ リカル カラ
ー

を表わす ］1個の 基本色，およびその近傍のあ い ま い

さ の な い 領域を求め た

　アル ゴリズムの適用 例と して ，江戸 時代の 色 や き

も の の画像の 色を分類した ．その結 果 ，このア ルゴ

リ ズム が 有用である こ とが確認 で きた．

2．Kandi 皿sky の絵画 の色彩の定量的分析 の試み

　　　　　　　　池田加奈子 （電気通信大学大学院）

　　　　　　　　　　　 小林光夫（電気通信大学）

　W ，Kandinskyの絵画の色彩 を定量的に分析し．客

観的な特徴を つ か む こ とを目的とする ．

　 まず，絵画の代表色の NCS 色空間 にお ける分布を

謳 べ た ．その結果 ，す べ て の 時代を通 して黄 、橙．黄

緑系の色の面積比が大 きくな っ て い た、また、有彩色

は お お む ね中彩度 ，低彩度 色が多 く使用 され て お D ．

晩年 には無彩色 の割合 が大きい絵画が増えて い る こ

とがわか っ た ，こ の傾向 は 、代 表 色 の 色分布間 の 距

離に も とつく階層的クラスタ分析の 結果 か らも確認

さ れ た

　 つ ぎに，色 差 の 大 き い部分は人 間 の 目を ひ くこ と

が ら、色差の分布や配置に注目した 絵画をモザ イク

化 し、互 い に隣接 する区画 の 色差 の 大 きさ の 分布 を

観察す ると．図と地の構図をもつ 絵画は色差の小さ

い 部分 （地 に 框当）の 害1」合が大 きく，そのよ うな絵画

はほとんどが後期 に集中 していた　さらに 、色差の画

面上の配i を観察すると．ほ とんどの 絵画 で 、色差小

の 部分 か ら色 差 大 の 部 分 へ の 位 置 的 な 変 化 が あ り ．

とくに画面上方に向か う
1’
動ぎ

1「
をも つ 絵画が多い こ

とがわか っ た ．

3，スー
ラの点描表現技法 の解析 とその適 用 フ ィ ルタ

の開発

　　　　　　 鈴木佑介，青木直和 （千葉大学大学院）

犬井正男 （東京工芸大学）小林裕幸 （干葉大学大学院）
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ス ーラ の 点描画法 は ．基本色 とそ の 反対色 か らな る

等輝度刺激を併置 する こ とによ り 同化効果 をもた ら

し，よ D色 を鮮やか に見せるもので ある ．本研 究は ，

ス ーラ の 絵 を5段階の 明るさに分害1」し，そ れ ぞ れ の 明

るさにおける基本色 と反対色の 発生確率を取 り入れ

た フ ィ ルタ を開発 し．そ れを種 々の写真 に適用する

こ と に よ D ，人 が 美 しい と感 じる画像を作成しよう

としたものである ．「街並み」の風景写真へ の 適用で

は ，よ い評価を得が，「ポー
トレ

ー
ト」の肌色のように

逆 に 評価を 下 げ る結果 も見 られた ，記憶色か ら遠い

色の併置 や 1 顔が点描される質感が嫌われた，さら

に 1 「雲」の よ うな無彩色に色味が つ くこ とを嫌 う傾

向もあ っ た 、今回は ス ーラ の 絵 の 情報 に こ だ わ っ た

が ，等輝度刺激の 併置による同化効果を利用す るに

は その必要 はな く，今後は自由な観点か ら，より大き

い同化効果 が得 られるような フ ィ ル タを作成 した い

と考えて い る ．

4．ム
ー

ン ・ス ペ ン サ
ー

と納谷 の色彩調和理論の 比較

（予備実験）

　　　　　　　 磯松サヤカ ， 川口さゆり，小泉英子 ，

　　　 和田 しの ，小島瞳，側垣博明 （女 子美術大学）

　ム
ー

ン
・
ス ペ ン サ

ー
と納谷らの 配色選定マ ッ プを

用い て ，それぞれ配色サン プルを物体色で 製作 した ，

これ らの サ ン プル を主観評価するために ，納谷らの

配色感情の 研究結果 の 「快適な
一

不快な」，「はなやか

一しぶ い」1「目立 っ た
一

目立たな い 」および 「暖か い

一
涼 しい」の 4尺度で 7段階評価 を行 っ た ．ム

ー
ン ・ス

ペ ン サ
ー

に関 して は，主観評価 値 と 美度 M は 無 相 関

で あっ た，一
方．納谷らに対しては，相関係数厂

＝0．54

であ り、我々の色彩感覚 とかな り良 く整合 して い る

こ とが確認 された ，今後の課題は ，（1）モ ニ タ色を用

いた評価を行い たい ，（2）モ ニ タの明るさスケ
ー

ルの

確立 が重 要 で ある と 思われる ．

5．シ ロ ナガ ス クジラ の 色彩固体識別法

　　　 荻野 み ちる，荻野友 希 （海の哺乳類セ ン ター）

　　　　　　　　 杉本賢 司 （日本色彩学会正会員）

（以下の講演要旨は ，主査による ，）

　著者は ，長年に渡 りクジラの保護調査を行 っ て き

た ．講演で はまず 、シ ロ ナ ガス クジラ、コ クジラ、シ

ャ チ の 生態 につ い て ，動画 像を用 い て 紹介され た ，

つ い で ．クジ ラ の 生態研究には個体識別が重要 で あ

ること ，個体識別 には腹部にある斑紋が （人 間の指紋

と 同様 に ）役 立 つ こ とが述 べ られた ．斑紋 の 色彩 に よ

る個体識別の 手法に つ い ては ，5月の全国大 会で発表

予定で あるとし，本講演では述べ られなか っ た ．

6．無彩画像中の白・
灰

・黒と輝度との関係の調査

　　　　　　　　　増田干佳 （電気通信大学大学院）

　　　　　　　　　　　 小林光夫（電気通信大学）

　画像中 に輝度 の 異な る複数の 色票 が存在 する場合

に、臼 ・
灰

・黒の判断の基準を調 べ ることを目的 とし、

心理物理実験を行 っ た．

　実験には，コ ン ピュ
ー

タを用 い た ．実験画像 として 、

無彩色背景 上 に ，輝度の 異 な る無 彩 色 色 票 を 6枚 ．

様 々な位 置に提示 したも の を使用 し た ．被験者 はこ

の画像を見て ．色票を白色，灰色 、黒色，そ の他に分

別 しても ら っ た ，その結果 ，白色
・
黒色判断は ，背景

の 輝度に依存 し，背景輝度が高くなるほど判別の輝

度 も高くな る こ とが確認できた．ただ し，その 関係

は単純な比例関係ではない こともわか っ た ．

　また 、同
一

画像中 に輝度の 高 い 色票が複数存在す

る場合 ．輝度のよ り高 い 色票を臼と判断し ．それ よ り

低 い 輝度の 色票は灰 色と判断する こ とが多 か っ た ．

（黒に つ い て も同様 ）すなわち ，臼
・
黒判断 は ，個 々

の色票の輝 度だけ で はな く，い く つ か の 色票の輝度

の 相 互 関係に依存 す る こ と が わ か っ た ．

7．画像の 色弁別に おける反対色応答メ 力ニ ズムの影響

　　　　　　　　　　 武藤篶史 （干葉大学大学院）

　　　　　　　　　　矢口博久 ，塩入諭 （干葉大学）

　人間 が 単色問の色弁別をする メカ ニ ズム は こ れま

で 多く研究され ，明 らかにされてきて い る ，しか し、

画像に お い て単色間の色弁別の結果やモデルをその

まま適用 する こ と にはい くつ かの 間題 がある ．その

うちの
一

つ に ，それぞれの画像が持 つ 空間周波数と ，

人間の 輝度 ，色に 対する感度な どの 視覚特性 とを考

慮 していないとい う点が挙げられ る ，様 々な空間周

波数成分 を含む画像 間の 色弁別を行う メ 力 ニ ズ ム を

明らかにする こ と で ．画像の色再現 に対する適切な

評価が可能に なる と考えられる．

　本実験では．自然画像を輝度方向 1 色度 方向に系統

的に変化さぜ弁別実験を行うこ と で ，画像 の 色弁別 に

おける人間の視覚メ 力ニ ズムの影響につ いて検 討した，

結果として 1 単色と同様の性質を示すと同時に画像内

の空間配置 ，注視する対象物の 重要性が示 さ れ た．
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